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本試験では、BALB/c、C57BL/6J、A/J の 3 系統のマウスの持久力、エネル
ギー代謝、高脂肪食依存性肥満の比較を行った。トレッドミルでの限界走行時
間は BALB/c マウスで最も高く、C57BL/6J に対して 52%、A/J に対して 217%高
い値を示した。一方、高脂肪食に対する体重増加は、C57BL/6J マウスで最も高
く、BALB/cや A/J マウスで高脂肪食依存性肥満に抵抗性を示した。運動時の呼




質燃焼に関与する peroxisome proliferator-activated receptor (PPAR)-gamma 
coactivator 1-alpha 、 medium-chain acyl-coenzyme A dehydrogenase 、 carnitine 
palmitoyltransferase (CPT)-1b 等の遺伝子発現が C57BL/6J に対して有意に高く、
持久力に寄与していると考えられた。一方、A/J は肝臓におけるβ酸化活性及び



































本試験では 3.1 の週齢より更に老化させた SAMP1 を用いて、老化が運動後
の筋疲労に及ぼす影響、及び筋疲労に 8 週間のカテキン継続摂取が及ぼす影響





















中 creatine phosphokinase やヒラメ筋のカルボニル化蛋白質、腓腹筋の
malondialdehyde 量、myeloperoxidase 活性の増加は、カテキン摂取により有意に
抑制された。炎症性サイトカインは、ダウンヒル運動に伴い蛋白質、遺伝子レ
ベルで有意に増加したが、これら炎症サイトカインの増加もカテキン摂取によ
り有意に抑制された。本結果より、カテキン摂取は運動に伴う筋肉の損傷を軽
減し、身体機能の回復を早めることが示唆された。 
